
　
広
島
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
条
例
（
昭
和
四
十
五
年
広
島
県
条
例
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
六
条
第
二
項
の
表
及
び
第
四
項
の
表
中
「
三
、
五
〇
〇
円
」
を
「
九
、
三
〇
〇
円
」
に
、
「
四
、
五

〇
〇
円
」
を
「
一
一
、
四
〇
〇
円
」
に
、
「
六
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
四
、
三
〇
〇
円
」
に
、
「
七
、
四

〇
〇
円
」
を
「
一
七
、
三
〇
〇
円
」
に
、
「
八
、
九
〇
〇
円
」
を
「
一
八
、
八
〇
〇
円
」
に
、
「
一
〇
、

八
〇
〇
円
」
を
「
二
〇
、
七
〇
〇
円
」
に
、
「
一
三
、
三
〇
〇
円
」
を
「
二
三
、
三
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

　
第
十
三
条
第
三
項
第
一
号
中
「
二
万
円
」
を
「
五
万
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
五
万
円
」
を
「

十
二
万
五
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
十
万
円
」
を
「
二
十
五
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
第

一
号
中
「
二
万
円
」
を
「
五
万
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
五
万
円
」
を
「
十
二
万
五
千
円
」
に
改

め
、
同
項
第
三
号
中
「
十
万
円
」
を
「
二
十
五
万
円
」
に
改
め
る
。

　
第
十
三
条
の
二
第
二
項
第
一
号
中
「
三
万
円
」
を
「
七
万
五
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
五
万

円
」
を
「
十
二
万
五
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
十
万
円
」
を
「
二
十
五
万
円
」
に
改
め
、
同
条

第
三
項
第
一
号
中
「
三
万
円
」
を
「
七
万
五
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
五
万
円
」
を
「
十
二
万

五
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
十
万
円
」
を
「
二
十
五
万
円
」
に
改
め
る
。

附
　
則

　
（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
（
経
過
措
置
）

２
　
改
正
後
の
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
の
前
日
に
お
い
て
、
広

島
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
に
加
入
し
て
い
る
者
及
び
他
の
地
方
公
共
団
体
の
実
施
す
る
心
身
障

害
者
扶
養
共
済
制
度
に
加
入
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て
こ
の
条
例
の
施
行
後
に
広
島
県
心
身
障
害
者
扶
養

共
済
制
度
条
例
（
以
下
「
共
済
制
度
条
例
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
広
島
県
心
身

障
害
者
扶
養
共
済
制
度
に
加
入
し
た
も
の
（
以
下
こ
れ
ら
を
「
改
正
前
加
入
者
」
と
い
う
。
）
は
、
次

　

広
島
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
島
県
知
事　

藤　
　

田　
　

雄　
　

山

広
島
県
条
例
第
六
十
一
号

　
　
　

広
島
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例



　
の
各
号
に
定
め
る
掛
金
を
県
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
昭
和
五
十
四
年
十
月
一
日
以
後
に
加
入
し
た
者
で
あ
っ
て
、
加
入
者
と
な
っ
た
と
き
の
年
齢
が
四

十
五
歳
以
上
で
あ
っ
た
も
の
及
び
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
以
後
に
加
入
し
た
者
で
あ
っ
て
、
加
入

者
と
な
っ
た
と
き
の
年
齢
が
四
十
五
歳
未
満
で
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
共
済
制
度
条
例
第
六
条

第
一
項
中
「
加
入
者
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
五
十
四
年
十
月
一
日
以
後
に
加
入
し
た
者
」
と
、
「
加

入
を
認
め
ら
れ
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
加
入
し
た
と
き
の
年
齢
に
応
じ
」
と

読
み
替
え
、
改
正
後
の
第
六
条
第
二
項
の
掛
金
の
額
は
、
加
入
し
た
と
き
の
年
齢
に
係
る
次
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
年
齢
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

二
　
前
号
に
掲
げ
た
者
以
外
の
者
に
つ
い
て
は
、
共
済
制
度
条
例
第
六
条
第
一
項
中
「
加
入
者
（
」
と

あ
る
の
は
「
昭
和
六
十
一
年
三
月
三
十
一
日
に
お
け
る
加
入
者
で
加
入
し
た
と
き
の
年
齢
が
四
十
五

歳
未
満
で
あ
つ
た
も
の
（
制
度
発
足
時
に
特
例
措
置
に
よ
り
六
十
五
歳
未
満
で
加
入
し
た
者
を
含
み
、

」
と
、
「
加
入
を
認
め
ら
れ
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
に

お
け
る
年
齢
に
応
じ
」
と
、
「
二
十
年
」
と
あ
る
の
は
「
二
十
五
年
」
と
読
み
替
え
、
改
正
後
の
第

六
条
第
二
項
の
掛
金
の
額
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
現
在
に
お
け
る

年
齢
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

３
　
改
正
後
の
第
六
条
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
改
正
前
加
入
者
で
あ
っ
て
こ
の
条
例
の
施
行
の

日
の
前
日
に
お
い
て
口
数
追
加
さ
れ
て
い
る
も
の
（
以
下
「
改
正
前
口
数
追
加
加
入
者
」
と
い
う
。
）

に
つ
い
て
は
、
同
項
の
加
算
掛
金
の
額
は
、
口
数
追
加
さ
れ
た
と
き
の
年
齢
に
係
る
前
項
第
一
号
の
表

三
五
歳
未
満

三
五
歳
以
上
四
〇
歳
未
満

四
〇
歳
以
上
四
五
歳
未
満

四
五
歳
以
上
五
〇
歳
未
満

五
〇
歳
以
上
五
五
歳
未
満

五
五
歳
以
上
六
〇
歳
未
満

六
〇
歳
以
上
六
五
歳
未
満

　
五
、
六
〇
〇
円

　
六
、
九
〇
〇
円

　
八
、
七
〇
〇
円

一
〇
、
六
〇
〇
円

一
一
、
六
〇
〇
円

一
二
、
八
〇
〇
円

一
四
、
五
〇
〇
円

昭
和
六
一
年
四
月
一
日
現
在
に
お
け
る
年
齢
区
分

三
五
歳
未
満

三
五
歳
以
上
四
〇
歳
未
満

四
〇
歳
以
上
四
五
歳
未
満

四
五
歳
以
上

年

齢

区

分

掛

金

月

額

掛

金

月

額

　
五
、
六
〇
〇
円

　
六
、
九
〇
〇
円

　
八
、
七
〇
〇
円

一
〇
、
六
〇
〇
円



　
の
上
欄
に
掲
げ
る
年
齢
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

４
　
改
正
後
の
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
改
正
前
加
入
者
に
係
る
弔
慰
金
の
額
は
、
加

入
期
間
に
係
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
一
年
以
上
五
年
未
満
の
と
き
　
三
万
円

二
　
五
年
以
上
二
十
年
未
満
の
と
き
　
七
万
五
千
円

三
　
二
十
年
以
上
の
と
き
　
十
五
万
円

５
　
改
正
後
の
第
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
改
正
前
口
数
追
加
加
入
者
（
そ
の
扶
養
す
る

心
身
障
害
者
の
死
亡
時
に
お
い
て
、
共
済
制
度
条
例
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
加
入
者
と
し
て

の
地
位
を
失
っ
て
い
な
い
者
を
除
く
。
）
に
係
る
弔
慰
金
に
つ
い
て
は
、
口
数
追
加
期
間
に
係
る
前
項

各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
加
算
す
る
。
た
だ
し
、
口
数
追
加

期
間
が
一
年
に
満
た
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

６
　
改
正
後
の
第
十
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
改
正
前
加
入
者
に
係
る
脱
退
一
時
金
の

額
は
、
加
入
期
間
に
係
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す

る
。

一
　
五
年
以
上
十
年
未
満
の
と
き
　
四
万
五
千
円

二
　
十
年
以
上
二
十
年
未
満
の
と
き
　
七
万
五
千
円

三
　
二
十
年
以
上
の
と
き
　
十
五
万
円

７
　
改
正
後
の
第
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
改
正
前
口
数
追
加
加
入
者
に
係
る
脱
退

一
時
金
に
つ
い
て
は
、
口
数
追
加
期
間
に
係
る
前
項
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
定
め
る
額
を
加
算
す
る
。

８
　
共
済
制
度
条
例
第
十
三
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
改
正
前
口
数
追
加
加
入
者
に
係
る

脱
退
一
時
金
の
額
は
、
口
数
を
減
少
し
た
日
ま
で
継
続
す
る
加
入
期
間
又
は
口
数
追
加
期
間
に
応
じ
、

次
の
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
加
入
者
と
な
っ
た
と
き
の
口
数
（
二
口
同
時
加
入
者
は
、
そ
の
う
ち
の
一
口
）
を
減
少
す
る
と
き

は
、
加
入
期
間
に
係
る
附
則
第
六
項
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額

二
　
口
数
追
加
加
入
者
と
な
っ
た
と
き
の
口
数
を
減
少
す
る
と
き
は
、
加
入
期
間
又
は
口
数
追
加
期
間

に
係
る
附
則
第
六
項
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額

９
　
こ
の
条
例
の
施
行
前
の
心
身
障
害
者
の
死
亡
に
係
る
弔
慰
金
並
び
に
加
入
者
の
申
出
及
び
口
数
の
減

少
に
係
る
脱
退
一
時
金
の
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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